
これからの地域医療は機能分化と医療連携が重視され、当院は高度急性期医療を担い、他の病院、診療所、施
設と医療連携のなかで当院の役割を果たしていくことになります。地域の医療は地域の医療施設全体で守るとい
う考えで、地域の医療資源を有効に活用し、地域の皆さまの健康を守っていきたいと思います。
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がん地域連携パス
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地域がん診療連携拠点病院

通院負担軽減
２人の主治医がいる安心感

連携パスによる情報共有
連携登録医とのコミュニケーション

運用に関する意見交換

連携パスの説明・理解促進

連携・コーディネート機能
医師の事務業務軽減
連携パスの分析・改善策検討

連携医療の質の向上

　

日
本
で
は
現
在
、厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た

「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」に
則
り
、が
ん
診

療
に
お
け
る
地
域
連
携
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

都
道
府
県
ご
と
に
「
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
」
を

作
成
し
、が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
が
ん
の
診
療
に
あ
た

る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
」
と
は
、
手
術
を
行

う
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
、
日
々
の
診

療
と
薬
の
処
方
を
行
う
患
者
の
か
か
り
つ
け

医
と
が
連
携
し
、
継
続
的
に
標
準
治
療
を
続

け
て
い
く
た
め
の
治
療
計
画
を
記
し
た
冊
子

の
こ
と
で
あ
る
。

　

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
で
あ
る
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、愛
知
県
の
医
療
機
関

の
な
か
で
も
い
ち
早
く
「
が
ん
地
域
連
携
パ

ス
」
の
運
用
を
開
始
。一
般
消
化
器
外
科
副
部

長
の
法
水
信
治
医
師
が
中
心
と
な
り
、３
年
半

連
携
先
の
医
療
機
関
が
抱
え
る

不
安
を
軽
減
す
る
こ
と
で

地
域
の
信
頼
を
獲
得
。

が
ん
地
域
連
携
パ
ス
を

他
の
医
療
機
関
に
先
駆
け
て

い
ち
早
く
導
入
。

がん診療の質と安心を保証できる
「地域チーム医療」の
実現をめざして。

Special Report



前
か
ら
胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
に
お
け
る「
が
ん

地
域
連
携
パ
ス
」の
運
用
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
背
景
は
が
ん
患
者
の
急
増
に
あ
る
。10

年
前
と
比
べ
て
が
ん
の
手
術
件
数
は
50
％
ほ

ど
増
え
て
い
る
の
だ
。「
今
後
も
手
術
件
数
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、術
後
の
容
態
が

安
定
し
た
以
降
も
、継
続
的
に
経
過
観
察
を
行

う
た
め
に
は
、地
域
の
医
療
機
関
と
の
役
割
分

担
が
不
可
欠
で
す
。こ
う
し
た
連
携
を
担
う
重

要
な
ツ
ー
ル
が
『
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
』
な
の

で
す
」と
法
水
医
師
は
話
す
。

　

た
だ
、
運
用
当
初
は
、
地
域
の
医
療
機
関
か

ら
の
理
解
を
得
る
の
に
苦
し
ん
だ
と
い
う
。

「
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
や
急
変
が
生
じ
た
場
合

に
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、連
携
先
で

あ
る
医
療
機
関
の
先
生
方
も
不
安
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、24
時
間
３
６
５
日
、何

か
あ
れ
ば
当
院
が
責
任
を
持
っ
て
対
処
に
当

た
る
こ
と
を
確
約
し
、先
生
方
の
不
安
を
軽
減

す
る
こ
と
で
地
域
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」。

　

目
下
の
課
題
は
、運
用
件
数
の
伸
び
悩
み
を

い
か
に
解
消
す
る
か
だ
。導
入
開
始
か
ら
３
年

間
で
連
携
で
き
た
患
者
数
は
お
よ
そ
60
人
。同

院
外
科
医
一
人
あ
た
り
５
名
ほ
ど
の
計
算
だ
。

「
こ
の
数
で
は
連
携
が
う
ま
く
進
ん
で
い
る
と

は
言
い
難
い
」と
法
水
医
師
も
吐
露
す
る
。

　

問
題
は
二
つ
あ
る
。一
つ
は
外
科
医
が
抱
え

る
、標
準
的
に
作
ら
れ
た
パ
ス
を
患
者
ご
と
に

個
別
化
し
冊
子
と
し
て
作
り
上
げ
る
の
に
必

要
な
、
多
量
の
事
務
業
務
だ
。運
用
件
数
を
伸

ば
す
た
め
に
は
、外
科
医
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
、
平
成

24
年
春
か
ら
、肺
が
ん
、乳
が
ん
、肝
が
ん
を
新

た
に
加
え
、
５
大
が
ん
す
べ
て
で「
が
ん
地
域

連
携
パ
ス
」の
運
用
を
機
に
、
院
内
の
地
域
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー
に
一
連
の
業
務
を
集
約
し
、

連
携
パ
ス
を
運
用
す
る
際
の
共
通
シ
ス
テ
ム

を
策
定
し
た
。現
在
で
は
、
今
ま
で
外
科
医
が

行
っ
て
き
た
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
へ
の
記
入

は
、
セ
ン
タ
ー
内
の
看
護
師
や
事
務
職
員
が

担
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、患
者
の
連
携
パ
ス
へ

の
理
解
不
足
で
あ
る
。同
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師

長
・
古
城
敦
子
は
、「
当
院
を
退
院
後
も
安
心

し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、

丁
寧
に
ご
説
明
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。遠
く

の
基
幹
病
院
で
は
な
く
近
く
の
医
療
機
関
で

検
査
や
診
察
が
受
け
ら
れ
る
利
便
性
や
、２
人

の
主
治
医
に
見
守
ら
れ
る
安
心
感
な
ど
を
、患

者
に
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

が
ん
地
域
連
携
パ
ス
で
最
も
重
要
な
の
は
、

治
療
の
質
を
一
定
水
準
に
保
つ
こ
と
だ
。「
送

り
出
す
か
ら
に
は
、患
者
さ
ん
が
連
携
先
の
医

療
機
関
で
き
ち
ん
と
経
過
を
診
て
も
ら
う
こ

と
が
な
に
よ
り
大
事
で
す
。現
在
の
シ
ス
テ
ム

は
、連
携
先
の
医
療
機
関
へ
患
者
さ
ん
が
定
期

的
に
通
院
し
て
い
る
か
の
追
跡
調
査
を
行
う

な
ど
、今
ま
で
足
り
な
か
っ
た
部
分
を
補
う
い

い
も
の
が
構
築
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」と

法
水
医
師
は
話
す
。

　

古
城
看
護
師
も
、新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。「
当
セ
ン
タ
ー
で

し
っ
か
り
と
ご
説
明
す
る
こ
と
で
、最
近
で
は

患
者
さ
ん
か
ら
の
理
解
度
も
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。徐
々
に『
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
』が
浸
透

し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
」。

　

が
ん
地
域
連
携
パ
ス
の
件
数
が
増
え
れ
ば
、

病
院
の
外
科
医
は
手
術
を
中
心
に
、そ
し
て
連

携
先
の
医
療
機
関
が
そ
の
後
の
治
療
を
担
う

と
い
う
環
境
が
構
築
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。地

域
が
手
を
携
え
て
が
ん
と
向
き
合
う
理
想
の

が
ん
治
療
の
実
現
に
向
け
、名
古
屋
第
二
赤
十

字
病
院
の
奮
闘
は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

５大がんのすべてで
がん地域連携パスを運用。
医療機関ごとの分業化を進め
地域でがん治療に取り組む。

地
域
で
患
者
を
見
守
る

理
想
の
が
ん
治
療
実
現
に
向
け

確
か
な
手
ご
た
え
を
実
感
。

運
用
件
数
が
伸
び
悩
む

連
携
パ
ス
の
普
及
を
促
す
た
め

新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。



プラス α 冬に多い便秘

　平成24年10月31日、東海地震の発生を想定した災害訓練
を行いました。今回は、午後の外来予約診療を休診し、手術室
の一部も停止して職員全員が参加しての訓練でした。
　災害訓練を企画運営したのは当院の災害対策委員会。東
日本大震災時の石巻赤十字病院での経験を踏まえ、災害時
の状況をよりリアルに再現するため、地震発生後のシナリオは
あえて作らず、災害本部立ち上げから傷病患者の受け入れ、
治療までの大きな流れのなかでどう動くかを、改訂した災害マ
ニュアルに従いながらの、職員各自の判断にゆだねました。

　震源は駿河湾沖、マグニチュード7.2のプレート型地震を想定。
建物・設備の被害は、電気は非常用発電、エレベーター停止、電
子カルテ停止、医療ガスは使用可能など。被害に基づき、緊急透
析ほぼ不能、MRI撮影不能、血管造影施工不能など、可能な検
査等に制限ありという状態です。
　地震発生時刻は午後１時頃、院内に緊急地震速報が流れ
た後、赤十字インフォメーションセンターに本部を立ち上げると
ころから訓練は始まりました。本部設置後、集まった職員を、トリ

アージエリア班、最優先治療群エリア班、非緊急治療エリア
班、軽処置群エリア班などに配置。災害マニュアル改訂に伴い
新しく導入したアクションカードを活用し、職員がお互いの業務
内容をひと目で理解できるよう、役割を明確化しました。
　各自が配置につくかつかないかのうちに傷病患者が次 と々
来院。治療優先順位を決定するトリアージエリア班は、運ばれ
てくる傷病患者の受け入れに追われました。エレベーターを使
えない院内では、患者の搬送が難航。検査や治療にも限界が
あり、設備を充分利用できないなかで、どうしたら最善の医療を
提供できるか、職員全員が真剣に考え対応しました。

　訓練後の反省会で院長の石川 清は「今回の訓練は、東日
本大震災時に石巻赤十字病院がどのように動いたかを彷彿
とさせるものでした。災害対策本部の我 も々シナリオのないな
かでどう動くべきか、非常に勉強になりました。何よりも全職員
が災害について改めて考えることができたことは大きな収穫
だったと思います」と話しました。
　今回の訓練では、災害本部設置から各班への人員配置ま
での流れがスムースに行かなかったり、新しく導入したアクショ
ンカードについての職員の認識不足など、課題も多く浮かび上
がりました。また、他県からのDMAT（災害派遣医療チーム）
受け入れ訓練では、DMATと当院との指示系統が混乱し、両
者が戸惑う場面もありました。災害対策委員会では「年１回の
大規模な訓練だけではなく、小規模な訓練を何回も繰り返す
など訓練の方法を色 と々
検討する必要がある」と
して、今後の委員会で検
討していく方針です。

冬は便秘になりやすい季節です。運動不足や水分不足、寒さによる新陳代謝の低下が原因です。

愛知県の災害拠点病院として地域の皆さまの信頼に応えられるよう、
継続的に万一に備えた災害訓練に力を注いでいます。

全職員が参加し、
より実践的な訓練を試みました。

シナリオのない状況でどう動くか、
訓練を数多く繰り返すことが必要。

Par t
!八事日赤を

知ろう！

東海地震発生を想定した災害訓練を
実施しました。



プラス α 女性に多い便秘

名古屋第二赤十字病院では、日ごろから診療所の先生
方との顔の見える関係作りに努めています。お互いのコ
ミュニケーションを密にすることで信頼関係を深め、地
域全体で患者さんを守る、病診連携を進めています。
現在、当院と協力関係にある登録医の先生は、近隣５
区と、市内、市外を合わせ1,236人。当院では、先生方と
ともに、毎年さまざまな勉強会やカンファレンスを行って
います。

その一環として
1 0月2 0日㈯、
「第22回病診連
携システム合同
カンファレンス」
を開催しました。
今回は「不整脈
治療に対するカ
テーテル治療の

現状」をテーマに、当院循環器内科部長、吉田幸彦が
講演。その後、病診連携システム運営協議会事務局
が、平成23年度の事業報告と24年度の事業計画を発
表し、意見交換会も行いました。
事務局からの報告に先立ち、院
長の石川 清は「これからの医療
は連携なくしてはできません。診
療所の先生方に我々の日々の
動きを知っていただき、ともに地
域医療を守っていきたいと思い
ます」と挨拶。出席した先生方
からは「カテーテル治療の講演は大変勉強になった」、
「八事日赤は、診療所では対応できない救急患者、重症
患者を引き受けてくださるので大変心強い。こうした取り
組みを継続することでより強い信頼関係を築いていきた
い」などの声があがりました。

日常診療における説明不足、言葉の意味の取り違えな
ど、医師と患者さんとの間で起こる意思疎通のズレの積
み重なりは、患者さんにとって診療に対する大きな不満や
ストレスになります。
例えば、医師が病気や治療に
ついて説明をしたとき、医師の
言葉が専門的だと、患者さん
には理解できない場合があり
ます。そのため、患者さんは、医師から「質問はあります
か？」と聞かれても何も聞くことができず、一方、医師は質
問がなければ患者さんがすべて理解しているものと思っ
てしまいます。このような理解の行き違いを起こさないた
めには、医師が患者さんへ問いかけ、確認をし、丁寧に
対話をしながら日常診療を進めていくことが重要です。
当院では、医師に対し「対話促進研修」を実施していま
す。研修では外部講師の講演と実際の場面を想定して
のロールプレイングも行い、相手の思いを聞きだす訓練を
します。研修を継続して行い、医師一人ひとりが患者さん
との対話を大切にする意識を持つことで、これからもより
良い診療ができるよう、努めていきます。

当院は、エボラ出血熱や、新型インフルエンザなど、危険
性の高い感染症患者を受け入れる、指定医療機関で
す。インフルエンザの流行に備え、11月13日㈫、新型インフ
ルエンザ実地訓練を行いました。訓練では、未知の強毒
型インフルエンザウイルスの発生を想定。名古屋市の対
策本部事務局や保健所などと連携し感染患者受け入れ
までのシミュレーションを行い、連携体制の確認、問題点
の検証などを行いました。

女性は骨盤が広く、腸が骨盤内に落ち込んでたるみ、便が大腸に長く滞留し、便秘になりやすい。

日常診療から非常時まで、
地域の基幹病院としての役割を果たします。

地 域
連 携

地域の医療を守るには、
診療所の先生方との協力体制が大切。
お互いの信頼関係を深めていきます。

院 内
教 育

10月27日、11月10日、医師向けの
「対話促進研修」を実施。当院は、
患者さんとの対話を大切にしています。

院 内
訓 練

一類感染症受け入れ病院である当院は、
新型インフルエンザ患者を、
積極的に受け入れます。

より質の高い医療をめざし、
病診連携、院内教育、訓練に取り組みます。

Par t
"八事日赤を

知ろう！



プラス α 隠れた病気に注意

　当院の皮膚科では、皮膚・皮下に
生じた疾患全般を扱い、かぶれ、虫刺

傷、湿疹、アトピー性皮膚炎などの皮
膚炎群のほか、じんましん、皮膚がん、
熱傷など多くの疾患群を診療してい
ます。このほか、内科などと連携して
膠原病の診察なども実施。肉眼で分
かりにくい疾患については、ダーモス
コピーなどの拡大鏡による検査や、採
取した皮膚を顕微鏡で観察する皮膚
病理組織検査なども行っています。

　皮膚のトラブルが発生しても、自然
経過で落ち着くのであれば病院にか
かる必要はありません。ただ、「治りにく

便秘に伴い腹痛や血便がある場合、大腸がんや直腸がん、腸閉塞などの可能性があり、要注意です。

い」「普通ではない」と思うときは、別の
疾患が隠れている場合もあるため、ま
ず診療所での受診をお勧めします。
　注意が必要な疾患の中に「疥癬
（かいせん）」があります。これは疥癬
虫の寄生により激しいかゆみを伴う
伝染性の疾患で、近年、さまざまな
施設で集団感染する事例がありま
す。見た目に乾燥性湿疹やアトピー
性皮膚炎などと区別しにくいことが
あり、知らないうちに自分が病気を
広めてしまう可能性もあります。「い
つもより治りが遅い」「症状が違う」
とお感じのときは、一度当科へご相
談ください。

　何かと皮膚のトラブルが発生しやすいのが冬です。冬は、
気温が低下し、同じ湿度を示していても夏場に比べて空気
中の水分量が極端に減少します。このため、気温の低下と
乾燥の２つが原因となる疾患が多くなります。
　冬の皮膚疾患の代表格といえば「しもやけ」です。しもや
けは、血管が細い手足の先などに発症しやすい病気で、寒
さのために血行が悪くなることで生じます。温かな履き物を
はいていると、その時はしもやけになりにくいです。しかし、温
かな分、汗をかきやすくなります。履き物を脱いだあと汗で
湿った靴下やストッキングのままでいると、水分が蒸発すると
きに足ゆびの温度が下がりしもやけになることがあります。し
もやけを予防するためには、靴下を脱いで丁寧に汗を拭きと
るなど、しめった状態で放置しないことが大切です。

　また、冬の乾燥によって生じやすくなるのが「肌荒れ」で
す。通常、皮膚の表面は皮脂で覆われ、適度な水分が保た
れています。ただ、冬は温かいお湯を使う機会が増えるた
め、この皮脂が洗い落とされてしまいがちです。冬の乾燥に
加え、皮脂によるバリアがなくなってしまい、皮膚の水分が奪
われて肌荒れが起きやすくなります。
　とくに肌荒れがひどい人のなかには、石鹸で体を洗うこと
が原因である場合もあります。石鹸やボディシャンプーを使う
ことによって皮脂を必要以上に洗い落としてしまうことで、皮
膚の水分が保たれなくなってしまうからです。

　皮膚の状態を良好に保つためには、適度な保湿が基本
ですが、肌の状況を見ながら、市販の保湿剤や入浴剤を使
用するのも有効な手立てのひとつでしょう。ただ、一般的に
硫黄分が入った入浴剤を使用する際は、皮膚の乾燥を助
長する可能性があるので注意が必要です。
　肌のあぶら分が減って乾燥傾向になると肌が荒れやすく
なりますが、この保湿成分には皮脂や天然保湿因子、角質
細胞間脂質などが含まれています。脂肪分の多い食事を
摂ってもその脂がそのまま皮脂になるわけではありません。
　普段身に付ける下着については、綿などの肌ざわりが良
い衣類を選ぶのが良いでしょう。ただ、これらにはすべて個
人差があります。肌のトラブルが発生するのはどういった状
況なのかを見定め、自分自身の皮膚とうまく付き合っていく
姿勢が大切です。

皮膚科より

他科との連携により
幅広い疾患に対応。

集団感染が増えている
疥癬（かいせん）に注意。

ここをチェック

皮膚科部長　榊原  代幸

冬場の乾燥や低温により
皮膚疾患になりやすくなります。

自分の肌の状態を理解して
うまく付き合うことが大切です。

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 冬におきやすい
皮膚の疾患

自分の皮膚の状態を知り
トラブルを未然に防止

T  O  P  I  C  S



プラス α 便秘の解消法 まず自分の便秘の原因を知り、食生活や睡眠などを規則正しくし、適度な運動を心がけてください。

　新年あけましておめでとうございます。平成25年に向けて、
当院はまた新たな気持ちで進むべき方向性をしっかり見据え
て進んでいきたいと思っています。
　2012年は政治の世界では全く先の見えない混沌とした年
でしたが、年も明けてしっかりとした医療政策が展開されるこ
とを期待しています。
　厚労省が2025年（平成３７年）に向けて推進している医療
制度改革では、機能分化と医療連携の重要性を掲げ、2年毎
の診療報酬改定に合わせて確実にその方向に進んでいま
す。そのなかで、これからの当院が進むべき方向は、当院の
歴史と伝統である救急医療、がん診療、周産期医療などの
領域で、急性期、高度専門医療に特化した、いわゆる、高度
急性期病院をめざしていくことです。他の病院や診療所、施
設等と連携をとりながら、医療連携の中で当院の役割を果た
していくことになります。具体的には、当院が担うべき医療は、
紹介外来、急性期、高度医療等であり、一般外来、慢性期
（亜急性期）医療、リハビリテーション等の領域は、地域の開業
医、慢性期（亜急性期）病院、リハビリ病院等が担うことになり
ます。地域の医療は地域の医療施設全体で守るという考え
の下、地域の医療資源を有効に活用して、地域の皆さまの健
康を守っていきたいと思っています。皆さまには、この方向性を
充分ご理解いただいて、ご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　さて、建築については、昨年３月に外来部門の全面改築が
完了し、残るNICUの改築も順調に進みこの３月には完成し、
駐車場の仮設棟も撤去されることになります。このNICUの改

築をもって一連の改
築計画は完了しま
す。皆さまには長期
間にわたってご迷惑
をおかけし、ご協力を
いただいたことに対
しこの場をお借りして
御礼申し上げます。
　当院は２年先（平
成２６年１２月）に創立100周年を迎えますが、100周年という
節目を迎えるに当たって、最高の病院になるという一大目標を
掲げました。最高の病院とは、職員が日々 の仕事にやりがいを
持ち、自分たちの行っている医療やサービスは最高であると
信じ、さらに、患者さんが自分たちの受けている医療やサービ
スは最高であると感じている病院です。最高の病院になるた
めには、職員全員が最高の病院になるという同じ方向を向か
なければ達成はできません。そのため、色 な々意味で病院が
大きく変わらなければならないと思っています。２年先の創立
記念日を最高の病院で迎えるために、昨年から、コーチングを
はじめとした色 な々取り組みを始めています。
　また、併せて、その時までにこの４月に当院が取得する予定
になっている隣接地を含めた土地を活用した当院の将来構
想（次の建築計画）を完成させたいと思います。
　いずれにしましても、当院の進むべき方向は、当院がこの地
域から期待される医療、この地域で担わなければならない医
療を推進し、最高の医療を提供することによって、地域の人た
ちから最高の病院と言われる病院になることで、そのために
職員一丸となって頑張っていきたいという抱負をお伝えして、
平成25年の新年のごあいさつといたします。

　当院は名古屋市と協定を結び「街
路灯パートナー事業」に参加していま
す。「街路灯パートナー事業」とは、企
業や各種団体の協力のもと、街路灯の
持続的な維持管理を行おうという名古

屋市の施策のひとつです。対象となる
街路灯には病院名の入ったアダプトサ
イン（表示看板）を設置。電球切れや
支柱の腐食、違法看板の設置など、地
域住民から不具合や苦情の連絡を受
けた場合は、すぐに名古屋市に連絡し
対応します。
　当院ではすでに、病院のある昭和区
妙見町内の１カ所に街路灯を設置。今
回新たに６カ所へ防犯灯を加えます。
　暗い夜道を明るく照らし、地域住民
の安全と安心を守る街路灯。普段、何
気なく目にしていますが、地域になくて
はならない設備です。日ごろお世話に

なっている地域の皆さまへの感謝の気
持ちをこめ、当院では今後も、地域に
根ざした医療機関として、このような地
域貢献活動を積極的に行っていきた
いと考えています。

町とつながろう！

～街路灯パートナー事業～

夜道を照らすお手伝い。
地域貢献活動を
積極的に行います。

平成25年に向けて
院長　石川　清
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10月27日㈯、当院研修
ホールで「あしの健康
教室」を開催しました。
テーマは「あしのしびれ 
パート３」。「あしのしび
れ」は以前にも取り上げ
ましたが、地域の皆さまの関心が高く、今回第３弾として、
参加者からの事前の疑問・質問に当院の整形外科チー
ムが講演会形式でお答えしました。医師をはじめ整形外
科領域に関わる多職種のスタッフが、自作の資料やスライ
ドを使って分かりやすく講演しました。今後も、あしの病気
やあしに影響が出る病気への正しい知識、予防医学を広
めることで、地域の皆さまの「健康長寿」を支えていきたい
と考えています。

12月20日㈭、毎年恒例のクリスマスコンサートを開催し
ました。第一部はフルートと弦楽器のアンサンブルによ
る演奏。普段の白衣姿から一変、クリスマスソングの演
奏を披露しました。続いて第二部は、当院フラガール
「アネラ」によるminiショー。陽気な音楽とダンスで会
場を沸かせ、客席からは大きな拍手が起こりました。そ
して最後はお待ちかね、中日ドラゴンズ選手とのふれあ
いトークショー。会場からはさまざまな質問が飛び交
い、選手たちはその一つひとつに、丁寧に笑顔で答え
てくれました。最後に、それぞれの選手から、会場に集
まった患者さんやそのご家族、病院スタッフへ向けた
温かなメッセージをいただき、クリスマスコンサートは終
了しました。

2012年１月７日～10月10日までの約９カ
月間、ハイチ大地震災害被災者支援
事業へ当院から派遣した山之内千絵
看護師が活動を終え帰国しました。
まだ記憶に新しいハイチの大地震で
は、31万人もの人が亡くなり、国民の３
分の１にあたる370万人が被災しまし
た。国際赤十字・赤新月社連盟（以下
連盟）は地震発生後から継続して被
災地の支援活動を続けています。
ハイチでは、住民の暮らす町から医
療機関まで片道１～２時間を要する
地域も多くあります。西半球の最貧国
のハイチでは、治療費や交通費を捻
出できず、予防・治療すれば助かる病

気で命が失われています。山之内看
護師は、草の根レベルで住民に健康
管理の知識を伝えることのできる「地
域保健ボランティア」の育成等を、ハ
イチ赤十字社、各国赤十字社のス
タッフと行いました。
帰国した山之内看護師は、「住民に
保健管理の知識を伝える活動は大
変なことも多くありましたが、現地で暮
らす子どもたちの笑顔などを見ると頑
張る気力が湧きました。活動を通して
得た貴重な経験を看護師としての今
後に活かしたい」と話しました。なお、
現地の状況を鑑み、ハイチ大地震災
害被災者支援事業は2014年12月ま

ハイチ大地震災害被災者支援事業
2012年１月～10月
　山之内 千絵（看護師）
フィリピン保健医療支援事業
2012年４月～10月
　櫻井 美弥子（看護師）

広報に例えるなら、読み手よし、作り手よし、世間よしとなります。
何を作れば、患者さんや地域住民の皆様に喜んでいただけるか？
これを追求しながら、今年一年、編集スタッフ一同がんばります。

■名古屋第二赤十字病院 企画課 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

での延長が決まりました。
また、11月1日には、フィリピン保健医
療支援事業へ派遣されていた櫻井
美弥子看護師が、オーロラ州ディサラ
グ郡から帰国。櫻井看護師は報告会
で、６カ月の活動を振り返り「大変だっ
たこと、楽しかったこと半々ですが、貴
重な機会を与えていただいたことに
感謝しています」と話しました。

「あしのしびれ」について、
参加者の疑問にお答えしました。

あしの
健康教室

ドラゴンズ選手とふれ合う、
夢と笑顔あふれるクリスマス。

ドラゴンズ
クリスマス
ショー

近江商人の根本「三方よし」

住民に健康管理の知識を伝える、
「地域保健ボランティア」の育成などを手伝う。

国際医療救援活動

ハイチ

編 集 後 記
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